
（別紙３）

～ R7年2月25日

（対象者数） 31名 （回答者数） 19名

～ R7年4月15日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
学力アップの場所ではなく、目標を持って活動する場所であ
ることを周知していく

2 活動内容に偏りがないように企画する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
玄関先はスロープを用意することは改善できるが、２階への
階段は改善が必要

2 土曜日に地域の方が参加できるようなイベントを企画する

○事業所名 放課後等デイサービス　アミティエ米里

○保護者評価実施期間 R7年2月10日

○保護者評価有効回答数

バリアフリー対応ではない
戸建て住宅を事業所としているため、玄関先や２階へ行くため
の階段がある

近隣住民、地域の子どもたちとの交流が少ない
町内会で子供たちが参加できそうな活動は、日曜日に開催され
ることが多いため参加できていない

R7年3月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年4月28日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

学習支援
学習室として１部屋用意している。活動室とは別の階(2階)に
することで集中できる環境づくりに取り組んでいる

様々な活動を通じて、良い刺激となる体験を積むことができる
(プール、果物狩り、お買い物、スポーツ観戦等)

利用児童からのリクエストを聞き入れ、事業所としてできるか
できないかの判断をし、楽しく参加できるイベントを企画する

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

事業所における自己評価総括表公表


